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一

大
田
工
業
連
合
会
は
、
６
月
４
日
１８
時
∞
分

か
ら
第
伊
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
会
場

は
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
０
４
階
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
。　
一
般
社
団
法
人
化
し
て
か
ら

は
‐５
回
目
の
開
催
で
、
当
会
に
所
属
す
る
９
団

体
か
ら
路
名
の
理
事
、
監
事
、
代
議
員
が
出
席

し
た
。
大
田
区
産
業
経
済
部
の
青
木
毅
部
長
、

大
田
区
産
業
振
興
協
会
の
齋
藤
浩

一
専
務
理
事
、

大
田
区
議
会
議
員
の
塩
野
日
正
樹
氏
な
ど
来
賓

も
多
数
参
加
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
当
会
の
広
瀬
安
宏
会
長
が
壇

上
に
上
が
っ
た
。
「大
田
区
に
は
仲
間
回
し
と
い

う
一一一一四葉
が
あ
り
、
隣
の
仲
間
が
非
常
に
大
事
だ
。

た
だ
仲
が
良
い
だ
け
で
な
く
切
磋
琢
磨
し
て
技

術
を
磨
き
合
っ
て
き
た
。
今
年
は
Ａ
Ｉ

（人
工

知
能
）
が
好
調
で
半
導
体
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
、
景
気
が
良
く
な
る
は
ず
だ
。
関
連
需
要
も

出
て
く
る
の
で
、
そ
の
仕
事
を
上
手
く
掴
め
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

広
瀬
会
長
が
議
長
を
務
め
議
事
が
始
ま
っ
た
。

第
１
号
議
案

「令
和
７
年
度
事
業
報
告
承
認
の

作
」、
第
２
号
議
案

Д
市和
７
年
度
収
支
決
算
報

告
承
認
の
作
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
同
期
間

の
景
気
は
回
復
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
海
外
景

気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
推
移
。
原

材
料
の
高
騰
や
円
安
な
ど
我
が
国
の
経
済
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
依
然
厳
し
い
状
況
だ

っ
た
。

国
内
の
製
造
業
事
業
所
数
は
減
少
傾
向
が
続
い

て
お
り
、
企
業
間
連
携
の
重
要
さ
が
再
認
識
さ

れ
た
年
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
会
は
令
和
７
年
度

に
先
進
工
場
の
視
察
や
経
営
技
術
講
習
会
の
開

催
な
ど
、
経
営
力
強
化
や
技
術
力
向
上
に
資
す

る
取
り
組
み
を
推
進
。
各
種
展
示
会
出
展
に
よ

る
取
引
拡
大
支
援
や
、
お
お
た
オ
ー
プ
ン
フ
ア

ク
ト
リ
ー
に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
た
。

中
学
生
の
職
場
体
験
事
業
な
ど
次
世
代
も
の

づ
く
り
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
「
ロ
ボ
ッ

ト
作
り
教
室
」
「産
業
の
ま
ち
発
見
隊
」
な
ど
小

学
生
の
子
供
の
い
る
家
族
を
対
象
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
も
多
数
開
催
し
た
。

第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
と
も
、
会
場
か

ら
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
第
３
号
議
案

「令
和
８
年
度
事
業
計

画
承
認
の
作
」、
第
４
号
議
案

ズ
「
和
８
年
度

収
支
予
算
承
認
の
件
」
を
審
議
。
令
和
８
年
度

の
景
気
は
、
中
東
の
緊
迫
し
た
状
況
な
ど
国
際

社
会
の
不
安
定
さ
と
不
透
明
さ
を
含
ん
で
お
り
、

原
材
料
の
高
騰
や
円
安
な
ど
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
当
会
は
こ
の
よ

う
な
状
況
の
な
か
で
、
正
会
員
団
体
お
よ
び
会

員
企
業
各
社
、
区
内
製
造
業
の
経
営
方
向
上
と

連
携
強
化
を
目
指
し
、
各
種
講
習
会
の
開
催
、

情
報
発
信
な
ど
に
つ
と
め
会
員
増
強
に
つ
な
げ

て
い
く
計
画
だ
。

第
３
号
議
案
、
第
４
号
議
案
に
つ
い
て
も
、

会
場
か
ら

「異
議
な
し
」
の
声
が
上
が
り
承
認

さ
れ
た
。

続
い
て
第
５
号
議
案
、
役
員
選
任
の
件
が
諮

ら
れ
た
。
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期
に
あ
た
り

新
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
た
。
第
５
号
議
案
が

承
認
さ
れ
た
後
、
正
副
会
長
お
よ
び
顧
間
、
相

談
役
を
決
め
る
た
め
、
総
会
を

一
時
中
止
し
臨

時
理
事
会
を
開
催
。
臨
時
理
事
会
の
結
果
、
広

瀬
安
宏
会
長
以
下
、
現
役
員
の
再
任
が
決
ま
っ

た
。そ
の
後
、
当
会
会
員
で
あ
る

（有
）
安
久
工

機
の
田
中
隆
会
長
が
令
和
８
年
度
春
の
叙
勲
で

旭
日
単
光
章
を
受
章
し
た
こ
と
を
祝
い
、
広
瀬

会
長
か
ら
お
祝
い
が
手
渡
さ
れ
た
。
田
中
氏
は

「父
の
代
か
ら
大
田
区
で
町
工
場
を
や
っ
て
５７

年
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
頂
け
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
謝
意
を

述
べ
た
。

総
会
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
公
務
の
た

め
総
会
へ
の
参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た
鈴
木
晶
雅

区
長
が
駆
け
つ
け
る
と
、
祝
宴
は

一
層
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。

０
」

暑中お見舞い申し上げます

一般社団法人

第 6ア 固定時総会風景

懇親会風景

一般社団法人 大田工業逹合会会員団体
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ほ 輌 臨 V
(―社)大
大田区

THE PARTY
2026

2026年 5月 16日 、大 田工 業連 合 会 と同青 年 部連 絡 協 議会 が

主催する音楽 フェス「THE PARTY 2026Jが 開かれた。会場
は大 田区産 業 プラザPi0 1 F大 晨示 ホ ール。同イベ ン トは例

年 3月 に関かれるが。今回はPiOの 大規模改修工事のため5月 に

開催。8組 の「町工場バ ン ドJの 潤喪 に、聴衆 は隷狂 で応 えた。

KZオ ール スダーズ
マイケル・ジャ

`フ

ソンの「Beat it」 ではマイケル風の衣装に身を包んだダンサー
が登場。三代目」Sout Brothersの 「R.Y.U.S.E.I」 では会場も一緒に踊つた。

パ スカザレ             ~…
  .1

トップバッダーで」ポップスのヒットナンバーを演奏。最後はハッピに着替えて

の「きよしのズンドコ節」で会場を盛り上げた。

The Beatnik
杏里の「CAT'S EYE」 、久保田利伸の「LA LA LA LOVE SONG」 、ボ三―・ダイラーの「Hotding

Outfor a Hero」 などを熱唱した。

NO BALANCE
サタデー・ナイト・フィーバーをテーマに、「Stayin'auve」 「Foottoose」 「Ghostbusters」
などのダンスナン′ヾ―を披露した。

アフリカンボ レロ
「恋のバカンス」「真夏の出来事」などオールディーズを演奏。ラストナンバー
の「My Way」 では、圧巻の歌唱力で会場をひとつにまとめ上げた。

」 Yukorin Band
yinK                the Lawrens

黒色を基調とした衣装に身を包み、中森明菜、
「私がオ′ヾさんになつても」など、森高千里のヒット曲   「ドライフラワー」や「若者のすべて」など、ミドルナンバーをしっ   山□百恵のヒットナンバーを演奏。ベテラン
を演奏。ボーカルの森高風衣装にも注目が集まった。    とりと歌い上げた。                         の演葵でPARttYの揮尾を飾つた。
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大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

学
校

の
学
生
が
区
内
企
業
の
ブ
ー
ス
を
訪

鞠
ド
状
雌
挫
“
崎
醍
藤
拗
鞠
択
′
ｉ
、
とこ文
雄
野
】
韓
奈
授

ら
う
も
の
。
会
場
で
あ
る
大
田
区
産
業
プ

ラ
ザ
Ｐ
ｉ
０
２
階
小
展
示
ホ
ー
ル
に
、
会

員
企
業
２２
社
が
ブ
ー
ス
を
並
べ
、
六
郷
工

科
高
校
の
生
徒
約
３
０
０
名
が
参
加
し
た
。

会
の
冒
頭
、
六
郷
工
科
高
等
学
校

の
鋭
持

利
治
統
括
校
長
は

「
大
田
区
に
は
技
術
力

の
あ
る
中
小
企
業
が
多
く
立
地
し
て
お
り
、

「空
か
ら
図
面
を
投
げ
る
と
製
品
に
な

っ
て

出

て
く
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
ほ
ど
。

地
域
の
企
業
が
ど
ん
な
も
の
づ
く
り
を
し

て
い
る
か
を
し

っ
か
り
と
学
ぼ
う
」
と
語

っ

た
。
続

い
て
登
壇
し
た
青
年
部
の
林
田
由

加
里
委
員
長
父
株
）
泰
信
製
作
所
社
長
）
は

「優
れ
た
技
術
や
製
品
を
持

っ
た
会
員
企
業

２２
社
が
出
展
し
て
い
ま
す
。
少
な
い
時
間

で
す
が
、
将
来
の
進
路
選
択

の
参
考
に
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

出
展
し
た
の
は
、
（株
）
東
電
化
、
大
森
精

密
工
業
（株
）、
（株
）
酒
井
ス
テ
ン
レ
ス
、
佐
々

木
半
田
工
業

（株
）、
（株
ご

一功
工
業
所
、
（株
）

三
陽
機
械
製
作
所
、
（株
）
志
村
精
機
製
作
所
、

城
南
工
業
（株
）、
（株
）
昭
和
製
作
所
、
（株
）

新
日
東
電
化
、
太
産
工
業

（株
）、
（株
）
泰
信

製
作
所
、
東
京
タ

ッ
ピ
ン
グ

マ
シ
ン
（株
）、

（有
）
中
央
製
作
所
、
東
京
電
制
工
業
（株
）、

ト
キ
ワ
精
機

（株
）、
ニ
ッ
カ
ル
商
工
（株
）、

日
新
電
気

（株
）、
（株
）
フ
ル
ハ
ー
ト
ジ
ャ
パ

ン
、
ム
ソ
ー
エ
業
（株
）、
（有
）
柳
井
熔
接
工

業
所
、
（株
）
ヨ
シ
ザ
ワ
の
２２
社
。

初
出
展
は
、
中
央
製
作
所
、

ニ
ツ
カ
ル

商
工
、
フ
ル
ハ
ー
ト
ジ

ャ
パ
ン
、
ヨ
シ
ザ

ワ
の
４
社
だ
。

ヨ
シ
ザ
ワ
は
、
映
画

「
ア
イ
ア
ン
マ
ン
」

を
パ

ロ
デ
イ
し
た
社
員
紹
介
ポ

ス
タ
ー
を

展
示
す
る
な
ど
、
遊
び
心
が
あ
る
ブ
ー
ス

で
学
生
の
注
目
を
集
め
た
。
告
澤
伸
弥
社

長
は
、
「
当
社
は
金
属
切
削
加
工
の
会
社
。

取
引
先
は
大
手
企
業
ば
か
り
で
、
事
業
は

成
長
軌
道
だ
。
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
に
動
画
も

投
稿
し
、
採
用
で
も
困

っ
て
い
な
い
」
と

自
信
を
見
せ
た
。
動
画
投
稿
で
鍛
え
た
セ

ン
ス
が
、
ブ
ー
ス
作
り
に
も
反
映
さ
れ
て

い
た
。
フ
ル
ハ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
は
、
電
子
機
器
、

制
御
機
器
の
製
造
法
方
を
丁
寧
に
説
明
。
電

線
か
ら
ゴ
ム
皮
膜
を
剥
ぎ
取
る
ス
ト
リ

ツ

プ
と
い
う
工
程
を
体
験
さ
せ
た
。

中
央
製
作
所
は
樹
脂
切
削
加
工
の
サ
ン

プ

ル
品
を
並
べ
た
。
永
岡
修
平
工
場
長
は

学
生
た
ち
に
向
け
て
熱
心
に
自
社
事
業
を

説
明
し
、
「
学
生
た
ち
が
し

っ
か
り
話
を
聞

い
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
」
と
感
想
を
述

べ
た
。
学
生
た
ち
か
ら

「
印
象
的
だ

っ
た
」
と

い
う
声
が
多
か

っ
た
の
が

ニ
ツ
カ
ル
商
工

の
ブ
ー
ス
だ
。
特
に
ア
ル
ミ
を
削

っ
て
作

っ

た
龍
の
頭
部
の
オ
ブ
ジ

ェ
が
人
気
。
工
芸

品
的
な
精
密
さ
が
若
者
た
ち
に

ク
刺
さ

っ

た
″
よ
う
で
、
「
こ
れ
は
何
円
で
す
か
」
「
ど

の
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
の
で
す
か
」
と

の
質
問
が
出
て
い
た
。

日
新
電
気
の
ブ
ー
ス
で
は
、
２
０
２
５

年
９
月
に
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た

「
餃
子

の
タ
レ
自
動
作
成

マ
シ
ン
」
を
展
示
し
た
。

醤
油
、
酢
、
ラ
ー
油

の
黄
金
比
の
組
み
合

わ
せ
を
自
動
で
作
成
し
て
く
れ
る
と
い
う

愉
快
な
機
械
。
奥
山
社
長
の
温
か
い
語
り

口
も
あ
り
、
学
生
た
ち
は
笑
顔

で
説
明
を

聞
い
て
い
た
。

ヨンザワのポスターニッカル商会のオブジェ

説明する中央製作所の永岡工場長

専門的なセミナーを多数実施しています 件間500コースほど実D
収益性向上と経営戦略作りのための限界利益分析 鉄鋼材料の熱処理技術

5軸制御マシエングセンタによる加工技術 パルス TIG溶接実践技術 電動機周りの保全技術

HEポリテク
スマホなら
ア免 ス
かん″れ !

高度ポリテクセンター

公式Webサィ Hよ
こちらから!

検 索

な ど

高度ポリテクセンター
Jl口H卜b口

=コ
J

――急がば学ベーー


